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吹吹きき飛飛ばばせせ !!

頑張れ！小木田敦也投手！
12 月 27日、プロ野球ドラフト会議でオリックス・バファローズか12月 27日、プロ野球ドラフト会議でオリックス・バファローズか
ら 7位で指名を受けた小木田敦也投手（角館高校卒 -TDK）が市役ら 7位で指名を受けた小木田敦也投手（角館高校卒 -TDK）が市役
所田沢湖庁舎を訪れ入団の報告をしました。所田沢湖庁舎を訪れ入団の報告をしました。（関連記事 19ページ）（関連記事 19ページ） 寅



第18号▶1月７日現在

問 仙北市新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎ 43-3305

お 知 せら仙北市新型コロナウイルス仙北市新型コロナウイルス
ワクチン接種推進本部からワクチン接種推進本部から

　新型コロナウイルスワクチンの 3回目の接種が医療従事者等の皆さまから始まっていますが、仙北市では、2回接種
が完了した日から 8 か月以上経過した方から順次3回目の接種を行うことにしています。ワクチンの供給量も勘案し、
次のようなスケジュールで、接種券の送付、予約の受付、3回目の接種の実施を予定しています。

3 回目の接種が始まります！　2 回目の接種を終えた順番になります

▶ 令和3年5月30日～6月19日に仙北市の集団接種会場で2回目の接種を受けた方
▶ 仙北市以外の会場で令和3年6月24日までに2回目の接種を受けた方

❸ へ

❷ へ

1月20日㈭以降に発送します。接種券の送付

〈先行接種〉医療従事者等が対象となります。残余がある
場合には、一般の方の予約も受け付けます。

予約方法

先行接種と集団接種を予定しています。

▶  会場・期間／
①�田沢湖健康増進センター ･･･3 月 1日㈫～4月 26日㈫
の毎週火・木曜日と第１・第 3日曜日

②�角館交流センター ･･･3 月 17 日㈭～ 4月 26日㈫の毎
週月・火・水・木曜日と第２・第 4・第 5日曜日

※西木コミュニティセンターは 5月からの毎週水曜日。

❶ に該当する方

❶ へ

接種日程

▶��接種券が届いた方について、2月8日㈫から予約
を受け付けます。

▶��コールセンターへの電話予約と LINEでの予約を
予定しています。

▶��詳しくは広報2月1日号でお知らせします。

①2月20日㈰10:00～12:00・田沢湖健康増進センター
②2月22日㈫16:00～17:00・田沢湖健康増進センター
③2月23日㈬㈷14:00～17:00・西明寺診療所
④2月24日㈭16:00～17:00・田沢湖健康増進センター

〈集団接種〉

❷ に該当する方

2月10日㈭以降に発送予定です。接種券の送付

❸ に該当する方

　今後、広報および仙北市ホームページで随時お知
らせします。

▶  使用するワクチンはファイザー製とモデルナ製を
予定しています。詳細は広報2月1日号でお知ら
せします。

▶  ワクチンの供給量により、接種日程が変更になる
場合がありますので、あらかじめご理解いただき
ますようお願いします。

老人福祉施設での巡回接種について

▶  介護施設やデイサービスセンターなどの老人福祉施設での巡回接種を2月から開始予定です。
▶  入居者、施設利用者、施設の職員などが対象になります。
▶  これらの施設での巡回接種には、モデルナ製のワクチンを使用する予定です。
▶  巡回接種をご希望の施設は、仙北市新型コロナウイルスワクチン接種推進室（☎43-3305）までご連絡ください。

▶ 令和3年6月25日～7月17日に2回目の接種を受けた方

▶ 上記以外の方

接種時間は、広報2月1日号以降に掲載します。

カレンダー
リサイクル
プロジェクト

　ご家庭、職場で利用しないカレンダーを廃棄物として
処理していませんか？
　カレンダーとしての利用のほか「絵や写真部分を切り
取って飾る」「ブックカバーやしおり、ポストカードにリ
メイク」「子どものお絵かき用」「裁縫・ハンドメイドの
型紙」「カットしてメモ用紙」など様々な活用方法があり
ます。
　持続可能な社会の実現には、廃棄物を減らし、リサイ
クルするなど日常での取り組みを積み重ねることが大切
です。
　仙北市では、田沢湖、角館および西木の各庁舎にカレン
ダーのリサイクルボックスを設置しています。ご不要のカ
レンダーをお持ちいただき、ご利用したい方はご自由にお
持ちいただけるよう皆さまのご協力をお願いします。

1

カレンダーを活用しませんか

Sunday Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

2

Calendar

Recycle

Project

リサイクルボックス
設置場所

田沢湖庁舎1階 市民センター
角館庁舎 1 階 市民ホール
西木庁舎 1 階 市民センター

仙北市役所

リサイクルボックス
設置期間 1/4 火 ～ 2/15 火

いずれも
庁舎開庁時間
8:30 ～ 17:15
土・日・祝日も
利用できます

Sunday Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

利用上の
ルール

未使用のカレンダーに限ります。
持ち込み・持ち出しは自由とします。

仙北市企画政策課・仙北市地方創生・総合戦略室  ☎ 43-1112問合せ
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

　
こ
の
給
付
金
は
、
0
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
す
る
保
護
者
に
、「
先
行
給
付
と
し
て

現
金
５
万
円
」と「
追
加
分
と
し
て
ク
ー
ポ
ン
等

５
万
円
分
の
給
付
」を
行
い
、
子
ど
も
１
人
あ
た
り

合
計
10
万
円
の
給
付
を
行
う
事
業
で
す
。

　
今
般
、
国
か
ら
、「
ク
ー
ポ
ン
等
５
万
円
分
」に
つ

い
て
、「
現
金
で
の
給
付
も
可
能
」と
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
仙
北
市
で
は
追
加
分
に
つ
い
て
も
現
金
５
万

円
の
給
付
を
行
い
、「
全
額
現
金
支
給
」と
し
ま
す
。

　
申
請
者
は
父
母
な
ど（
児
童
手
当
受
給
者
も
し
く

は
主
た
る
生
計
維
持
者
）で
、申
請
先
は
基
準
日（
令

和
３
年
９
月
30
日
）に
申
請
者
が
住
民
登
録
し
て
い

る
市
町
村
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
方
法
と
支
給
時
期
が
対
象
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
窓
口
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

❶ 

児
童
手
当
受
給
者

　
追
加
給
付
の
５
万
円
に
つ
い
て
、
先
行
給
付
同

様
に
プ
ッ
シ
ュ
型（
申
請
不
要
）で
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
予
定
日
／
1
月
28
日
㈮

※�

先
行
給
付
分
５
万
円
に
つ
い
て
は
支
給
済
み

●�

受
給
拒
否
申
出
期
限
／
1
月
20
日
㈭（
郵
送
も

必
着
）

❷ 

新
生
児（
一
括
10
万
円
）

　
令
和
３
年
10
月
1
日
～
令
和
４
年
3
月
31
日
生

ま
れ
の
新
生
児（
一
括
10
万
円
）

①��

仙
北
市
の
児
童
手
当
受
給
者･･･

児
童
手
当
の

認
定
後
に
プ
ッ
シ
ュ
型（
申
請
不
要
）で
支
給

し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】子
育
て
推
進
課（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）２
２
８
０

②��

公
務
員
な
ど･･･

新
生
児
用
の
申
請
書
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

他
の
対
象
児
童
分
と
合
わ
せ
て
申
請
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

●�

申
請
受
付
期
限
／
4
月
15
日
㈮（
郵
送
も
必
着
）

●
支
給
予
定
日
／
1
月
28
日
㈮
か
ら
順
次

　
次
の
場
合
は
、
基
準
日
時
点
で
仙
北
市
に
住
所

が
あ
る
児
童
宛
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

❸ 

公
務
員
等
世
帯（
一
括
10
万
円
）

●�

お
知
ら
せ
送
付
／
12
月
末
に
送
付
済（
申
請
書
を

同
封
）

●�

申
請
受
付
期
間
／
1
月
４
日
㈫
～
２
月
28
日
㈪

（
郵
送
も
必
着
）

●
支
給
予
定
日
／
1
月
28
日
㈮
か
ら
順
次

❹ 

高
校
生
世
帯（
一
括
10
万
円
）

●�

お
知
ら
せ
送
付
／
1
月
17
日
㈪
頃（
申
請
書
を
同

封
）

●�

申
請
受
付
期
間
／
1
月
17
日
㈪
～
2
月
28
日
㈪

（
郵
送
も
必
着
）

●
支
給
予
定
日
／
2
月
28
日
㈪
か
ら
順
次

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
お
よ

び
各
種
料
金
な
ど
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
夜
間

納
税
・
各
種
料
金
納
付
窓
口
を
開

設
し
ま
す（
各
種
料
金
に
つ
い
て

は
、
納
付
書
持
参
を
原
則
と
す
る

た
め
、
納
付
書
が
な
い
場
合
は
お

受
け
取
り
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
）。

　
納
期
が
ま
だ
来
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納

付
で
き
ま
す
！

●
日
時
／
１
月
31
日
㈪ 

17
時
15
分
～
19
時

夜
間
納
税
・
納
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】収
納
推
進
課（
田
沢
湖
庁
舎
）�
☎（
43
）１
１
２
３

●
場
所
／
収
納
推
進
課
、
角
館
・

西
木
市
民
セ
ン
タ
ー

●
１
月
31
日
㈪
納
期
限
の
税
目

▼
国
民
健
康
保
険
税･･･

第
７
期

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料･･･

第
７
期

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す

の
で
、
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安

心
で
す
。
申
込
用
紙
は
各
金
融
機

関
、
市
役
所
税
務
課
、
角
館
・
西

木
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

作
業
に
よ
り
、
１
月
15
日
㈯
か
ら

19
日
㈬
ま
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住
民
票
な

ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

が
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書

が
必
要
な
方
は
、
お
早
め
に
取
得

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課�（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）３
３
０
７

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
全
国

の
主
要
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
を
利

用
し
て
、
住
民
票

な
ど
の
証
明
書
を

取
得
で
き
ま
す
。

灯
油
暖
房
費
の
助
成
に
つ
い
て【

問
合
せ
】社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）２
２
８
８

　
広
報
１
月
１
日
号
の
折
込
チ
ラ

シ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

仙
北
市
で
は
、
次
の
条
件
に
該
当

す
る
世
帯
へ
、
灯
油
暖
房
費
を
助

成
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

助
成
の
対
象
と
な
る
世
帯
／
令
和
３
年
11
月
１
日

現
在
、
仙
北
市
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
世

帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
の
令
和
３
年
度
市
民
税
が

非
課
税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯
で
す
。

※�

福
祉
施
設
入
所
や
長
期
入
院
中
な
ど
の
世
帯
は
除
き

ま
す
。

▼�

高
齢
者
世
帯･･･

70
歳
以
上
の
方（
昭
和
27
年
１

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

※�

事
実
上
、
ほ
か
の
世
帯
と
同
居
し
て
い
る
世
帯
は
除
か

れ
ま
す
。

▼ 

ひ
と
り
親
世
帯･･･

18
歳
以
下（
平
成
15
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
）の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母

子
世
帯
・
父
子
世
帯
・
養
育
世
帯

▼
障
が
い
者
世
帯･･･

①�

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級
の
所
持
者

が
い
る
世
帯

②�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
所
持
者
が

い
る
世
帯

③
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者
が
い
る
世
帯

▼�

生
活
保
護
世
帯･･･

基
準
日
時
点
で
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
世
帯

▼�

市
民
税
減
免
世
帯･･･

市
民
税
課
税
世
帯
だ
が
令

和
３
年
度
市
民
税
の
減
免
を
申
請
し
承
認
を
受
け

た
方
が
い
る
世
帯

●�

助
成
金
額
／
上
限･･･

１
世
帯
６
０
０
０
円

●�

申
請
期
間
／
1
月
11
日
㈫
～
２
月
28
日
㈪

●�

申
請
場
所
／
社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
11
番
窓

口
）、
田
沢
湖
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張

所（
郵
送
で
も
可
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼�

仙
北
市
生
活
応
援
灯
油
暖
房
費
助
成
申
請
書

※�

申
請
書
は
広
報
１
月
１
日
号
へ
折
り
込
み
済
み
で
す

が
、
お
手
元
に
な
い
方
は
申
請
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

▼�

振
込
先
の
金
融
機
関
名
と
口
座
番
号
が
分
か
る

通
帳

▼�

令
和
３
年
11
月
～
令
和
４
年
２
月
の
間
に
灯
油
を

購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の（
領
収
書
、レ
シ
ー

ト
な
ど
、
複
数
枚
可
）

※�
申
請
は
一
世
帯
に
つ
き
一
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

※�

申
請
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
が
、
高
齢
な
ど
の
た
め

本
人
が
申
請
で
き
な
い
場
合
は
代
理
人
に
よ
る
申
請
も

可
能
で
す
。
申
請
い
た
だ
い
た
内
容
の
確
認
や
審
査
を

行
い
、
後
日
、
決
定
ま
た
は
非
該
当
の
通
知
が
送
付
さ

れ
、
該
当
す
る
方
の
口
座
に
助
成
金
が
振
込
ま
れ
ま
す
。

●�

問
合
せ
・
郵
送
先
／
社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）

　
〒
０
１
４ｰ

０
３
９
２�
角
館
町
中
菅
沢
81
番
地
８

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.city.sem

boku.akita.
jp/new

s_topics/w
hatsnew

.
php?id=3110

）に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
中
に
浄
化
槽
設
置
を

予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

【
問
合
せ
】上
下
水
道
課（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）２
２
９
６

　
仙
北
市
で
は
、
生
活
雑
排
水

対
策
と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
で
設

置
が
容
易
な
合
併
処
理
浄
化
槽

（
個
人
設
置
型
）の
設
置
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
な

ど
の
予
定
が
な
い
区
域
で
合
併

処
理
浄
化
槽（
生
活
雑
排
水
と

し
尿
を
処
理
）を
設
置
す
る
方

に
、
予
算
の
範
囲
内
で
費
用
の

一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し

ま
す
。
設
置
後
の
維
持
管
理
は
自

己
負
担
で
行
い
、
分
担
金
と
毎
月

の
使
用
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　
設
置
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
上
下
水
道
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
浄
化
槽
事
業
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、予
算

執
行
の
状
況
に
よ
り
、年
度
途
中
で

事
業
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
町
村
型
浄
化
槽
を
設
置
し
た
皆
さ
ん
へ

【
問
合
せ
】上
下
水
道
課（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）２
２
９
６

　
仙
北
市
が
設
置
し
た
合
併
浄

化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

使
用
料
金
を
使
用
人
数
に
よ
り

算
定
し
て
い
ま
す
。
使
用
人
数

に
変
更
が
生
じ
た
場
合（
出
生
・

死
亡
・
婚
姻
・
転
出
・
転
入
な

ど
）、
届
け
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
市
役
所
各

庁
舎
・
出
張
所
で
、
速
や
か
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

進
学
・
出
稼
ぎ
・
入
院
な
ど
で
長

期
に
わ
た
り
不
在
と
な
る
場
合

も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

申
請
書
な
ど
の
様
式
は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.city.sem

boku.akita.jp/citizens/
dl_service/gyom

u.htm
l

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.city.sem

boku.akita.
jp/new

s_topics/w
hatsnew

.
php?id=3087

）に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳しくは
こちら
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information市 役所からのお知らせ ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

　
所
得
税
や
個
人
住
民
税
の
申
告

に
お
け
る
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
計
上
す
る

際
は
、
次
の
と
お
り
年
間
納
付
額

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
付
書
も
し
く
は
口
座
振
替
に
よ

る
納
付（
普
通
徴
収
）

　
納
付
し
た
際
の
領
収
書
、
も
し

く
は
仙
北
市
よ
り
送
付
さ
れ
る

「
納
付
額
証
明
書
」を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、
令
和
３
年
分
の
納

付
額
証
明
書
の
発
送
は
、
１
月
下

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※�

紛
失
な
ど
に
よ
り
証
明
書
の
再
発

行
が
必
要
な
場
合
は
、
税
務
課
、
角

館
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張

所
窓
口
で
交
付
で
き
ま
す
。

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納
付

（
特
別
徴
収
）

　
各
年
金
保
険
者
よ
り
発
行
さ
れ

る
源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
な
お
、遺
族
年
金
・

障
害
年
金（
非
課
税
年
金
に
つ
き

源
泉
徴
収
票
の
発
行
な
し
）か
ら

天
引
き
納
付
さ
れ
て
い
る
方
で
納

付
額
証
明
書
が
必
要
に
な
る
場
合

は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
額
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】税
務
課�

市
民
税
係（
田
沢
湖
庁
舎
）�

☎（
43
）１
１
１
７

　
障
が
い
者
に
準
ず
る
ま
た
は
寝
た

き
り
と
認
め
ら
れ
る
方
は
、
確
定
申

告
な
ど
の
際
に「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
所

得
税
法
や
地
方
税
法
の
障
害
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

が
必
要
な
場
合
は
次
の
場
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
障
害
者
控

除
の
適
用
を
受
け
る
年
の
12
月
31
日

現
在
の
状
況
に
よ
り
発
行
す
る
も
の

で
す
。

●�

対
象
者
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方

▼�

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
者
の
う
ち

一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
方

▼�

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方

▼�

控
除
を
受
け
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親

族
が
所
得
税
や
市
・
県
民
税
課
税
の

方
●�
申
請
窓
口
／
長
寿
支
援
課
ま
た
は
各

市
民
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
提
示
す
る
と

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）２
２
８
１

　
傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
か
月
以

上
寝
た
き
り
で
医
師
の
治
療
を
受
け

て
い
る
場
合
に
、
お
む
つ
を
使
う
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
の
お

む
つ
代
は
、
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●�

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

の
が
初
め
て
の
場
合
／
市
役
所
窓
口

備
え
付
け
の「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

用
紙
に
か
か
り
つ
け
医
師
か
ら
証
明

を
も
ら
い
、
お
む
つ
代
領
収
書
を
添

付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
２
年
目
以
降
の
場
合
／
介

護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、
大
曲
仙
北
広
域
市

町
村
圏
組
合
管
理
者
が
発
行
す
る

証
明
書
を「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

必
要
な
場
合
は
次
の
場
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●�

証
明
書
申
請
窓
口
／
長
寿
支
援
課
ま

た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

寝
た
き
り
の
方
の
お
む
つ
代
が

医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）２
２
８
１

市
立
角
館
総
合
病
院

４
月
１
日
採
用
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】市
立
角
館
総
合
病
院�

総
務
管
理
課�

☎（
54
）２
１
１
１

●�

募
集
職
種
／
医
事
事
務（
フ
ル
タ
イ
ム
）

●
募
集
人
数
／
１
人

※�

募
集
の
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限
／
２
月
10
日
㈭�

17
時

●�

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介

状
と
履
歴
書
を
市
立
角
館
総
合
病
院

（
総
務
管
理
課
）へ
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

●
選
考
方
法
／
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

仙
北
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
お
届
け
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】総
合
防
災
課（
田
沢
湖
庁
舎
）�

☎（
43
）１
１
１
５

　
最
新
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
保
存
版（
１

冊
）を
各
ご
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。

お
届
け
日
に
つ
い
て
は
、
１
月
下
旬
～

２
月
10
日
㈭
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
各
地
区
に
よ
っ
て
お
届
け
日
に
多

少
の
違
い
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
や
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
サ
イ
ズ
が
大
き
い

た
め
、
ご
家
庭
の
郵
便
受
け
に
入
ら
な

い
場
合
は
玄
関
先
な
ど
に
置
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
不
明
な
点
や
お
気
づ
き
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
の
連
絡
先
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
先
／
総
合
防
災
課�

消
防
防
災

係（
田
沢
湖
庁
舎
２
階
）

▼
電
話
／
43ｰ

１
１
１
５

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
43ｰ

１
３
０
０

▼ 納付額証明書【見本】

見本

納付書もしくは口座振替により納
付された金額のみの記載です。

見本

▼ 年金の源泉徴収票【見本】

年金天引き分の金額については、
源泉徴収票の摘要欄をご確認くだ
さい。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.city.sem

boku.akita.jp/cyberm
ap/index.htm

l

）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

仙
北
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
事
務
局

（
仙
北
市
企
画
政
策
課
内
）
☎
43ｰ

１
１
１
２

　
「
あ
き
た
Ｆ・Ｆ
推
進
員
」は
、

地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
推
進

の
中
心
的
役
割
を
担
う
人
材

と
し
て
、
県
の
研
修
を
経
て
認

定
・
登
録
を
さ
れ
た
方
々
で
す
。

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
で

１
０
９
人
、
う
ち
仙
北
市
で
は

４
人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
は
、
仙
北
市

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
委
員
会
や
協
議
会
な
ど
の

委
員
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
で
講
師
を
務
め
、
地
域
の
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向

け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

あ
き
た
Ｆ
・
Ｆ
推
進
員
と
は
？

仙
北
市
男
女
共
同
参
画
情
報

仙
北
市
男
女
共
同
参
画
情
報

次�

回
予
告
▼
▼
第
４
回
仙
北
市
男

女
共
同
参
画
情
報（
２
月
16
日
号

予
定
）で
は
、
市
内
で
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
の
ア
ク
シ
ョ
ン
宣
言
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

vol.3 と
も
に
輝
く

と
も
に
輝
く
社
会
へ

社
会
へ  

認
め
合
い
広
げ
よ
う

認
め
合
い
広
げ
よ
う
理
解
の
輪

理
解
の
輪

わたしたちのアクショ
ン

宣
言

！

問合せ

左から冨木弘一左から冨木弘一さんさん、冨岡美津子、冨岡美津子さんさん、坂本佐穂、坂本佐穂さんさん、西宮三春、西宮三春さんさん
あきたＦ・Ｆ推進員の皆さんあきたＦ・Ｆ推進員の皆さん
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令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、
仙
北
市
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
仙
北
市
に
前
年
中（
令
和

３
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）の
収

入
状
況
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
書
用
紙
は
１
月
下
旬
か
ら
税
務
課
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所
の
窓
口
に
備
え

付
け
ま
す
の
で
、
３
月
15
日
㈫
ま
で
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
２
月
４
日
㈮
か
ら
３
月
15
日
㈫
ま

で
10
・
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
日
程
表
の
と
お

り
申
告
相
談
日
を
設
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い（
こ
の
期
間
中
は
、
税
務
課
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所
の
窓
口
で
は
受

付
を
行
わ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　
給
与
や
年
金
※
の
ほ
か
に
、
農
業
や
事
業

を
営
ん
で
い
る
方
や
、
家
賃
・
地
代
・
小
作

❶ 

税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方

❷  

１
か
所
か
ら
の
給
与
収
入
の
み
の
方
で
、

そ
の
ほ
か
に
収
入
が
な
く
、
勤
務
先
で
年

末
調
整
を
済
ま
せ
た
方

※ 

た
だ
し
、年
末
調
整（
社
会
保
険
料
等
控
除
、

配
偶
者
・
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
、

生
命
保
険
・
地
震
保
険
料
控
除
、
２
年
目

以
降
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）で
調

整
手
続
き
が
完
了
し
た
控
除
以
外
の
控
除

ま
た
は
、
控
除
の
修
正
・
追
加
な
ど
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

❸  

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
令
和
３
年

中
の
収
入
が
１
４
８
万
円
以
下
の
方

❹  

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
令
和
３
年

中
の
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
年
金

保
険
者
へ
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
済

み
で
あ
っ
て
、
配
偶
者
控
除
ま
た
は
扶
養

控
除
以
外
の
控
除
が
な
い
方
。

※ 

た
だ
し
、
各
種
控
除
の
適
用
な
ど
を
受
け

よ
う
と
す
る
方
は
除
き
ま
す
。

市
県
民
税

市
県
民
税
な
ど
の

な
ど
の
申
告
申
告
はは
３
月
３
月
1515
日
火
日
火
ま
で
で
す

ま
で
で
す

　
申
告
内
容
を
電
子
で
送
信
で
き
る
た
め
、

記
名
押
印
や
添
付
書
類
の
税
務
署
へ
の
提

出
省
略（
提
出
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
）、
作
業
時
間
短
縮
、
所
得
税
還
付
金

の
早
期
還
付
な
ど
、
一
連
の
手
続
き
を
格

段
に
早
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❶  

申
告
す
る
方
全
員
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の

▼  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
付
き
住
民
票
の
い
ず
れ
か

❷  

申
告
す
る
方
全
員
の
本
人
確
認
・
身
元
確

認
が
で
き
る
も
の

▼   

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
障
害
者
手
帳
な
ど

❸ 

収
入
額
な
ど
を
証
明
す
る
も
の

▼   

給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
は
、
源
泉
徴

収
票
な
ど
の
収
入
が
明
ら
か
と
な
る
も
の

▼   

農
業
所
得
を
含
む
事
業
所
得
者
は
、
収
支

計
算
書
、
領
収
書
や
帳
簿
類

▼   

そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
収
入
額
を
証

明
す
る
も
の
と
必
要
経
費
が
わ
か
る
も
の

 

❹  

各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
際
の
証
明
と

な
る
も
の

（
例 

）
▼ 

健
康
保
険
料
、健
康
保
険
税
、国
民
年

金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
領
収
書
な
ど

▼ 

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
控

除
証
明
書　
▼ 

障
害
者
手
帳
、
学
生
証
な

ど
の
証
明
書　
▼ 

福
祉
事
務
所
で
発
行
す

る
認
定
書
（
寝
た
き
り
な
ど
に
よ
る
介
護

を
要
す
る
方
）　
▼ 

医
師
な
ど
が
発
行
す

る
証
明
書
（
お
む
つ
な
ど
を
使
う
必
要
が

あ
る
方
）　
▼ 

寄
付
金
の
受
領
証
な
ど

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

▼  

令
和
３
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医
療
費

控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、「
医
療
費
控
除

の
明
細
書
」
の
提
出
が
必
ず
必
要
と
な
り

ま
す
。「
医
療
費
領
収
書
１
枚
」
ご
と
で
は

な
く
、「
医
療
を
受
け
た
方
」、「
病
院
（
薬

局
）」
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
分
ま
と
め

て
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
に
記
入
し
て

会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼  

今
回
の
広
報
に
１
部
折
込
ん
で
あ
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
記
入
欄
に
不
足

が
生
じ
る
場
合
は
コ
ピ
ー
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼  

従
来
の
医
療
費
領
収
書
の
提
示
で
控
除
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼  

加
入
し
て
い
る
保
険
者
か
ら
交
付
と
な
っ

た
医
療
費
通
知
書
を
使
用
す
る
場
合
、
通

知
書
の
内
容
を
確
認
し
て
記
載
と
な
っ
て

い
な
い
医
療
費
に
つ
い
て
は
領
収
書
を
確

認
の
う
え
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
へ
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

❺  

e
‐
Ｔ
ａ
ｘ
「
利
用
者
識
別
番
号
」
が
わ

か
る
も
の
（
取
得
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）

❻  

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
確
定
申
告
書

用
紙
」
ま
た
は
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

は
が
き

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

▼  「
源
泉
徴
収
票
」、「
各
種
領
収
書
な
ど
」
の

原
本
の
提
示
に
よ
る
確
認
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
い
場
合
は
還
付
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
必
ず
事
業
所
な
ど
か
ら

交
付
を
受
け
て
か
ら
申
告
相
談
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼   

所
得
税
の
還
付
金
は
口
座
振
込
に
な
り
ま

す
の
で
、
還
付
先
と
し
て
指
定
す
る
金
融

機
関
の
口
座
が
わ
か
る
も
の
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問 

仙
北
市
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
43ｰ

１
１
１
７

れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
忘
れ
な
く
！

忘
　
申
告
相
談
は
本
人
の
自
己
申
告
を
元
に
申

告
書
の
作
成
、
相
談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

必
要
な
資
料
な
ど
を
お
持
ち
い
た
だ
け
な
い

場
合
に
は
、
申
告
書
を
作
成
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
資
料
を
ご
準
備
く
だ
さ
い

　
農
業
・
営
業
・
不
動
産
収
入
が
あ
る
方
は
、

「
収
支
内
訳
書
」を
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
か

ら
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
作
成
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
申
告
相
談
を
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
。

申
告
が
必
要
な
方

収
入
が
ま
っ
た
く
な
い
方
も

申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す

　
申
告
し
な
い
と
、
公
営
住
宅
入
居
・
児
童

手
当
・
保
育
園
入
園
・
公
的
年
金
・
事
業
資
金

の
融
資
な
ど
の
申
請
に
必
要
な
住
民
税
の
課

税
・
非
課
税
証
明
書
の
交
付
や
、
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
制
度
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
非
課
税
年
金（
障

害
年
金
、
遺
族
年
金
な

ど
）受
給
者
に
つ
い
て

も
申
告
が
必
要
で
す
。

　
各
庁
舎
・
各
出
張
所
の
窓
口
に
1
月
25
日
㈫

以
降
備
え
付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
町
村
民
税
・
県
民
税(
国
民
健
康
保
険
税)

申
告
書
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
に
つ
い
て

は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.city.
sem

boku.akita.jp/
citizens/dl_service/
ze

im
u

_m
in

ze
i.

htm
l

）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

申
告
書
な
ど
の
用
紙
に
つ
い
て

料
・
受
取
保
険
金
・
譲
渡
所
得（
土
地
、
家
屋

を
売
っ
た
）な
ど
の
収
入
が
あ
る
方
は
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
公
的
年
金
等
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
公
的
年
金
な
ど

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
に
は
、
税
務
署
へ
の
確
定
申
告

は
不
要
で
す
が
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

原
則
市
県
民
税
の
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

農
業
や
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
へ

　
農
業
や
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
で
青
色
申

告
を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
直
接
税

務
署
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を

　
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確

定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
、
確
定
申

告
書
や
決
算
書
・
収
支
内
訳
書
を
作
成
で

き
ま
す
。

① 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式･･･

マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ほ
か
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
を
利
用
す
る
方
法

② 

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式･･･

税
務
署

で
発
行
さ
れ
た
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方

式
の
届
出
完
了
通
知
を
利
用
す
る
方
法

簡
単
に
作
成
！

01ポ

イ ント 　

国
税
庁
と
仙
北
市
で
は
、
申
告
相
談

の
手
続
き
を
効
率
的
に
行
え
る
よ
う

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）」の
利
用

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
申
告
す
る
方
の
利
便
性
向
上
、
さ
ら

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

電
子
で
送
信
！

02ポ

イ ント

申告相談窓口

申
告
相
談
に
持
参
す
る
も
の

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.
e-tax.nta.go.jp/

）を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
作
成
し
た
申
告
書
を
紙
に
出
力
し
て
、

税
務
署
に
郵
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

印
刷
し
て
郵
送
で
提
出
も
！

03ポ

イ ント
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7

14

8 9 126

13

1110

対象地区

受付日時

相談会場

角館町内全域
角館交流センター

角館町内全域
角館交流センター

実施しません

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

16:00 まで

日 月 火 水 木 金 土

95 人

85 人

95 人

85 人

95 人

85 人

95 人

85 人

95 人

85 人

80 人

70 人

午前制限人数
午後制限人数

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

1
西明寺・中川地区全域

角館交流センター

  8:45 から

16:00 まで

90 人

90 人

5
実施しません

４
  8:45 から

16:00 まで

3
  8:45 から

16:00 まで

2
  8:45 から

16:00 まで

90 人

90 人

95 人

85 人

95 人

85 人

西明寺・白岩地区全域
角館交流センター

  8:45 から

16:00 まで

125 人

105 人

番号札を配布します番号札を配布します
❶  会場の「密閉」、「密集」、「密接」を防ぎ、申告する方を分散化

し、ほかの人との距離を確保するため、１日あたりの申告相
談受付人数に制限を設けます。なお、制限人数に達した場合は、
後日再来場をお願いします。

❷  来場される方は、原則マスクを着用し、
非接触型体温計での検温、手指アルコー
ル消毒をお願いします。

※ 発熱症状がある方は入場をお断りします。
また、感染予防が困難な状況となった場合、
申告相談を中止し、会場を閉鎖することがあります。

❸  待合室の待合人数を最少人数とするため、車で来場した方に
ついては車での待機をお願いすることがあります。

23

7

14

20

8

15

21

9

16

22

12

19

25

6

13

26

11

18

24

10

17

54
対象地区

受付日時

相談会場

生保内地区全域

西明寺地区全域

田沢湖総合開発センター

西木総合開発センター

神代地区全域
神代就業改善センター

実施しません

実施しません

実施しません 実施しません

実施しません

  8:45 から

15:00 まで

田沢地区全域
田沢交流センター

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

11:45 まで

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

11:45 まで

  9:00 から

15:00 まで

  9:00 から

16:00 まで

  9:00 から

11:45 まで

  8:45 から

16:00 まで

  8:45 から

16:00 まで

上桧木内地区全域

紙風船館

70 人

50 人

日 月 火 水 木 金 土

120 人

110 人

120 人

110 人

80 人

65 人

80 人

65 人

60 人

－

85 人

75 人

85 人

75 人

85 人

75 人

70 人

－
60 人

40 人

桧木内地区全域
桧木内地区公民館

75 人

65 人

70 人

－
100 人

  85 人

100 人

  85 人

午前制限人数
午後制限人数

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

27 28
西明寺地区全域
西木総合開発センター

  8:45 から

11:45 まで

90 人

－

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

実施しません

実施しません 実施しません

実施しません

321

15
  8:45 から

16:00 まで

80 人

70 人

雲沢地区全域
角館交流センター

実施しません
雲沢地区全域

角館交流センター

2月3月

 令和４年市県民税　申告相談 日程表 ▶ 2 月 4 日金～ 3 月 15 日火
  お願い   今年も、新型コロナウイルス感染症の予防対策として、１日の申告相談受付人数に制限を    設け、対象地区ごとに日数・人数を調整していますので極力お住まいの地区相談会場で申告をお願いします。

今年も新型コロナウイルス感染症対策を行います

16 17 18 19

8 時 15 分から番号札を配
布します。「午前の部」の番号
札がなくなり次第、「午後の部」
の番号札を配布します。
※ 先着順で配布することを

ご了承願います。
※ 正午から 13 時までは申

告相談を実施しません。
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⑤⑤

冬まつり冬まつり
ハイライトシーンハイライトシーン

令和3年雪像コンテスト最優秀賞作品「ぽかぽか猿」

仙北市の仙北市の
冬冬まつりまつり

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止や規　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止や規
模を縮小して開催するなど、様々な形で冬まつりがスタート模を縮小して開催するなど、様々な形で冬まつりがスタート
していきます。していきます。
　新しい様式で行われる仙北市の冬を楽しんでみませんか。　新しい様式で行われる仙北市の冬を楽しんでみませんか。
※1月5日現在の情報※1月5日現在の情報

①① ②② ③③

④④

⑥⑥ ⑦⑦

2 月 5 日㈯
※雨天・強風の場合は翌日に順延

17:30 ～ 19:30
主会場：白岩平城
～白岩村おこし～プロジェクトＳ
☎ 53-2485

問
場

日

①①白岩城址燈火祭白岩城址燈火祭

時 2 月 14 日㈪
18:00 ～
角館町内各所
仙北市観光情報センター

「角館駅前蔵」　☎54-2700
問
場

日

�③�③�角館　　　　　�角館　　　　　
火振りかまくら火振りかまくら

時2 月 12 日㈯～ 20 日㈰
たざわ湖スキー場特設会場
仙北市田沢湖観光情報
センター「フォレイク」
☎ 43-2111

問
場
日

②②～田沢湖高原雪まつり～田沢湖高原雪まつり
presents ～presents ～

たざわ湖雪像コンテストたざわ湖雪像コンテスト

西木観光案内所
☎ 42-8480

問

⑤⑤松葉・相内の松葉・相内の
　裸参り　裸参り

2 月 15 日㈫
18:30 頃～
西木町桧木内字中里
西木観光案内所
☎ 42-8480

問
場

日

④④中里の中里の
カンデッコあげカンデッコあげ

時

⑦⑦なろかなろか
2 月 15 日㈫　
18:30 ～
市役所田沢湖庁舎駐車場
なろか保存会
☎ 43-2288

日

場
問

時

無病息災や五穀豊穣、家内安全な
ど、その年への願いを紙風船に託
して夜空に打ち上げます。願いご
とのほか美人画や武者絵などが描
かれた紙風船も打ち上げられます。

西木観光案内所
☎ 42-8480

問

⑥⑥上桧木内の上桧木内の
　紙風船上げ　紙風船上げ

金毘羅神社にその年の無火災を祈
願する年中行事です。桧木内川で
身を清めた後、腰にわらで編んだ
「けんだい」と白足袋、わらじ履き
で集落を走ります。

田沢湖生保内地区に古くから伝わ
る小正月行事です。火のついた稲
わらを持ちながら練り歩き、害虫
を追い払うしぐさをして、その年
の五穀豊穣を願います。
��※��感染症対策を鑑みて今年は規模を縮小
して開催予定です。

家内安全などを祈願する中里塞之神
の小正月行事です。朴の木で作った小
型の鍬�カンデッコと胡桃の木で作っ
た男根をしめ縄の両端に結んで一対
にし、神木である桂に投げかけます。
��※��感染症対策を鑑みて今年は地元関係者
のみで行います。

五穀豊穣や家族の無病息災など、1年
の無事を祈願する小正月行事です。炭
俵に1メートルほどの縄を結び、そ
の炭俵に火をつけて縄の先端を持ち、
自分の体のまわりを振り回します。

田沢湖高原雪まつりといえば「雪像」。
当地を訪れるお客さまに向けて地元
雪像職人、大学チームなどの協力に
より、雪像を制作し、雪像コンテス
トを実施します。

中世・近世の白岩の栄華が光で再現
されます。雲巖寺の鐘が鳴り響く中、
中世白岩城址「館山」にかがり火が
灯るほか、コロナ終息を願って花火
が打ち上げられます。
※��感染症対策を鑑みて今年は規模を縮小
し、出店や各種イベントは行いません。

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため開催中止と
なりました。

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため開催中止と
なりました。
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保
健

と

の

健
康

掲
示
板

保
健
と
健
康
の
掲
示
板

シリーズ～第2期けんこう仙北21計画　重点分野　身体活動・運動～

フレイルフレイルを知っていますか？を知っていますか？
フレイルとは？フレイルとは？
　加齢とともに心身の能力が下降線をたどり、「健
康」から「要介護」へ移行する中間の状態のことです。
早期に対処すれば、健康な状態へ回復することがで
きます。

フレイルを予防・改善するには？フレイルを予防・改善するには？
❶ 運動 　家の中にいて「動かないこと（不活発な
生活）」が続くと、筋肉量が減り、筋肉が衰えたり
して、フレイルが進行します。寝たり、座ったりし
たままの時間をなるべくなくし、積極的に体を動か
しましょう。

　炊事や洗濯などの家事を行うことで自
然に足腰の筋肉が鍛えられるだけでなく
生活にメリハリが生まれます。

❷ 栄養 　フレイルには運動だけではなく、1日3
食きちんと食べ、栄養バランスのよい食事を心がけ
ることも大切です。食事をおいしく食べるためには、
歯とお口の健康も必要です。食後の歯磨きや、義歯
の手入れを丁寧に行い、定期的な歯科受診でメンテ
ナンスを行いましょう。

❸ 社会参画 　人や、社会との繋がりを持つこと
で心のフレイルも予防できます。家族や友人と会え
ない場合も、電話やメール、手紙を書いてみましょ
う。また、散歩や買い物のついでに、あ
いさつや声かけを行いましょう。

あなたはいくつ当てはまりましたか？

✓ 1 ～ 2 つ当てはまったら ･･･ フレイル予備軍
✓ 3 つ以上当てはまったら ･･･ フレイル

問合せ／仙北市保健課
☎43-2252

あなたのフレイル危険度は？あなたのフレイル危険度は？

 半年で2kg 以上の（意図しない）体重減少
 歩くのが遅くなった
  疲れやすくなった
  筋力（握力）が低下した
  体を動かすことが減った

いくつ当てはまりますか？

水中運動教室

浮き浮き浮き浮き教室教室

好評開催中！好評開催中！ 　西木温泉ふれあいプラザクリオンの温泉プールを活用した、水
中運動教室「浮き浮き教室」の 1、２クールが終了し、毎回笑顔
のあふれた教室でした。アンケート結果や感想を紹介します。

申込・問合せ／仙北市包括支援センター ☎43-2283

　左のグラフは、教室に参
加した皆さんへのアンケー
トの回答結果です。
　膝や腰に負担が少ない水
中で運動することで、痛み
を軽減しながら筋力・体力
アップができたようです。
　また、仲間と運動するこ
とで運動することが楽しく
なった、ストレス解消に
なったという方が多くいま
した。

教室参加後のよい変化教室参加後のよい変化

参加者の声参加者の声

 毎回楽しく運動ができました。

  教室は楽しく、体力もつきました。プール教室は絶対に
続けてください。

  仲間が増えて楽しいです。元気でいる限り、続けたいです。

  教室は大変よく、毎回楽しいです。

  仲間と運動を続け、いつまでも元気に過ごしたいです。

  参加者には、人生の大ベテランもおり、自分もその方々
のように元気で過ごすために運動を続けたいです。

▶これからも水中運動を続けたい人･･･100％
▶友人と一緒に続けたい人 ･･･69.2％

　水中運動で痛みを軽減しながら
筋力アップが期待できます。「運
動がしたいけど足腰が痛くて難し
い」という方におすすめの教室です。
　教室は 1 月 6 日からすでに始まっていますが、途
中からの参加も可能です。ぜひお申し込みください。
● 場所／西木温泉ふれあいプラザクリオン プール
●  講師／柴田栄宜先生（スポーツコンサルタントシ

バタ）
●  対象／ 65 歳以上の市民の方　※昨年度までに参

加したことのある方は対象外となります。

●  日程／ 1 月 20 日㈭、27 日㈭、2 月 3 日㈭、10 日㈭、
17 日㈭、22 日㈫、3 月 3 日㈭、10 日㈭、17 日㈭、
24 日㈭

● 時間／ 9:30 ～ 10:30（最終回は 9:00 ～）
●  持ち物／プール料金 400 円、水着、水泳帽、バス

タオル、飲み物、75 歳以上の方は後期高齢者医
療被保険者証（保険証）

●   申込方法／仙北市包括支援センターに電話でお申
し込みください。申し込みをされた方に詳しいお
知らせをお送りします。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

運動することが楽しくなった
水中運動の方法がわかった

生きがいを感じるようになった

腰の痛みが軽くなった
体調がよくなった

運動を続けたいと思う
運動後に爽快感があった

運動仲間できた

肩こりが軽くなった

ストレスを解消できた
体力がついた

92.3％
69.2％

76.9％
61.5％

69.2％
53.8％

38.5％
53.8％

61.5％
30.8％

23.1％

（％）

第３クールが1月6日
から始まっています。ぜひお友だ

ちを誘ってご参加ください。申込み

お待ちしています !!

第 3 クールの開催日程は下記のとおりです

にしき園だより
問  にしき園　☎47-3211

　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリ　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリ
ハビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設ですハビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設です

【利用者の状況】
11月末 82人

12月入所 11人
12月退所 8人

12月末 85人
平均要介護度2.75

－　第25号　－

感染症予防のため、しばらくの感染症予防のため、しばらくの

間、ご面会はガラス越しで対応間、ご面会はガラス越しで対応

させていただいています。させていただいています。

介護員を募集しています。介護員を募集しています。
お気軽にお電話ください。お気軽にお電話ください。

　明けましておめでとうございます
　寒い日が続いていますが、皆さまお元気にお
過ごしでしょうか。
　県外との往来も緩和され、今まで帰省できな
かったご家族とお正月を過ごされた方も多くい
らっしゃることと思います。
　にしき園では、新型コロナウイルス感染症に加え、冬期はインフルエンザな
どの感染予防のため入所者さまとの直接の面会や、外出・外泊の制限を継続し
ていますが、窓越しでお顔を見て会話もできますし、着替えの受け渡しの際な
どに職員から近況をお伝えしています。
　今年も地域に根ざした施設として、利用者さま、ご家族さまの支援の一助と
なるよう職員一同努めていきます。施設入所や短期でのご利用をご検討されて
いるご家族さま、ぜひご相談ください。

お
楽
し
み
会
が
始
ま
り
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
仙
北

市
の
冬
も
3
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
今
年
私
が
ど
う
し
て
も
実
現
し

た
い
冬
の
企
画
を
紹
介
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験

を
仙
北
市
全
域
に
広
げ
る
こ
と
で
す
。

　
沖
縄
出
身
の
私
は
秋
田
に
来
る
ま

で
ほ
と
ん
ど
雪
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
雪
の
ス
ポ
ー
ツ
の

経
験
が
な
い
私
に
と
っ
て
、
い
き
な

り
雪
山
で
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

に
挑
戦
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
で
す
。

加
え
て
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は

装
備
を
整
え
る
の
に
も
、
リ
フ
ト
に

乗
る
の
に
も
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

秋
田
に
来
た
当
初
は
何
度
も
雪
山
に

通
え
る
ほ
ど
の
余
裕
は
な
く
、
回
数

も
重
ね
ら
れ
な
い
の
で
上
達
も
せ
ず
、

一
回
行
く
ご
と
に
満
身
創
痍
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
乳
頭
温
泉
郷
で
初
め

て
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
（
か
ん
じ
き
の
よ

う
な
雪
上
歩
行
具
の
ひ
と
つ
）
を
体

験
し
た
時
「
こ
れ
だ
！
」
と
ピ
ン
と

き
ま
し
た
。
雪
初
心
者
で
も
楽
し
め

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
。
ガ
イ
ド
さ
ん

か
ら
雪
の
小
話
を
聞
い
た
り
、
動
物

の
足
跡
を
探
し
て
み
た
り
、
雪
の
世

界
に
ど
っ
ぷ
り
と
身
を
お
け
る
素
晴

ら
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
仙
北
市
で
は
乳
頭
温
泉
郷
ま
で
行

か
ず
と
も
、
雪
が
深
く
積
も
る
場
所

仙北市仙北市地域おこし
地域おこし協力隊コラム
協力隊コラム

東 風 平 蒔 人

スノーシュー体験を
仙北市全域に！

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
あ

れ
ば
、
乳
頭
温
泉
郷
の
ほ
か
に
も
手

頃
に
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
場

所
を
市
内
全
域
で
設
定
で
き
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。
去
年
か
ら
企
画
を

始
め
、
今
年
か
ら
角
館
・
田
沢
湖
・

上
桧
木
内
の
三
つ
の
地
区
で
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。
私
も
案
内
人
を
し

ま
す
が
、
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
住
む
方
々
に
も
声
が
け
を
し
、
一

緒
に
案
内
人
を
務
め
て
も
ら
う
予
定

で
す
。
案
内
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
雪
国

の
実
体
験
が
あ
り
ま
す
し
、
案
内
人

の
個
性
が
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
を
よ

り
面
白
く
す
る
エ
ッ
セ
ン
ス
で
す
。

　
今
回
の
コ
ー
ス
は
い
ず
れ
も
誰
も

が
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
設
定
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
う
ま
く
い
け

ば
レ
ベ
ル
別
に
コ
ー
ス
を
広
げ

て
い
く
の
も
き
っ
と
楽
し
い
で

し
ょ
う
。
仙
北
市
で
雪
遊
び
を

す
る
人
の
輪
が
そ
こ
か
し
こ
で

広
が
っ
て
い
き
、
訪
れ
た
方
も

地
元
の
方
も
一
緒
に
な
っ
て
雪

遊
び
の
楽
し
さ
を
共
有
で
き
る

き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
れ
た
ら

幸
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
！

 コース・日程 
角　館    1 月 21 日㈮、28 日㈮、

2月4日㈮、11日㈮㈷、
18 日㈮

田沢湖    2 月 12 日㈯、13 日㈰、
19 日㈯、20 日㈰

上桧木内    2 月 26 日㈯、27 日㈰、
3 月 5 日㈯、6 日㈰

 料　金   1 人 3,500 円（大人と子
ども同額）

 問合せ    仙北市農山村体験推進協
議会  ☎ 43-2277

　　　　（平日 9:00 ～ 17:00）
上桧木内コースの様子。

　秋田で過ごす 3回目の冬を迎えましたが、仙北市の皆さんは私の
母国である台湾の現在の平均気温は何度かご存じでしょうか。台湾
の北にある台北の 1月の平均気温は 16.6℃、そして南にある高雄は
19.7℃です。台湾にいた頃を思い返すと、寒波の影響で気温が 10℃を
切る度に騒いでいた自分が微笑ましいです。
　今回は台湾と日本は気候がだいぶ違うというところ以外で、台湾に
まつわる面白い小話を二つご紹介したいと思います。

第第1212回回

　皆さん、いかがお過ごしでしょうか？
　こちらは最近秋田弁学習にどっぷりはまっている、
台湾出身の仙北市国際交流員の黄敏（ファンミン）で
す。最近は「こんばんは」の秋田弁を「おばんです」か
ら「ばんげなったんし！」にアップデートしました。

台湾のごみ収集車は走りながらクラシック音楽を流す

　夕方になると台湾の道路で走るごみ収集車がとても目立ちます。理
由はその黄色い見た目もありますが、なによりクラシック音楽の「エ
リーゼのために」を流しながら走っているからです。さらに、音楽に
引きつけられたように人々は車の後を追いかけ、手元にぶら下がって
いるごみを自分で収集車に入れます。
　外国人にとってのこの異様な光
景は台湾では週に 3回起きる日常
です。また、一般ごみ以外に生ご
みや資源ごみも同じような方法で
回収されます。

　台湾の小話、いかがだったでしょうか。こういうクスッと笑えるよ
うな話を仙北市の皆さんとしたいなと、去年開催した台湾祭で思いま
した。その際、たくさんの方から私も知らない台湾のお話を伺いました。
またそういう自由に交流できる場を作りたいという思いで、右記のイ
ベントを企画しました。
　今回は私以外の台湾人、また台湾留学経験者を招待し、皆さんをお
もてなしするイベントなので、ぜひ来てけれっす～

こ
ばなし

１

　台湾人は外国人の友人と交流する際に英語の名前で名乗る人が多い
です。台湾人の本名は 2文字から 4文字の漢字が多く、一番多いのは
3文字の名前。そして中国語の発音がとても難しくて、日本語みたいに
英語の発音に当てはめることができないため、コミュニケーションを
簡単に取れるよう、英語名をあだ名感覚で使います。
　そして、その英語の名前について、ほとんどの人は幼稚園または小
学校の英語の授業の時に英語の先生につけられます。全員がそうい
うわけではないですが、私はそうでした。ちなみに私の英語の名前は
Lisa です。もし台湾人の友だちがいたら、ぜひ英語の名前持ってる？
と聞いてみてください。

ほとんどの台湾人は英語の名前は先生につけてもらった
こ
ばなし

2

自
分
で
ご
み
入
れ
ま
す
。

● 日時／ 2 月 5 日㈯　10:30 ～ 12:00
　▶ 10:30 ～ 11:30 台湾料理体験
　▶  11:30 ～ 12:00 試食しながら、台

湾人 2 人が台湾食文化について話す
● 場所／旧石黒（恵）家
● 講師／リ―ヤーティン氏（台湾人）
● 参加料／ 1,500 円（材料代含む）
● 持ち物／エプロン、三角巾 
● 定員／６人
● 申込期間／ 1 月 17 日㈪～定員まで 

台湾人直伝、魯肉飯台湾人直伝、魯肉飯（ルーローハン）（ルーローハン）、、
餛飩湯餛飩湯（ワンタンスープ）（ワンタンスープ）を作ろう！を作ろう！

台湾文化体験その１

ルーローハン
ワンタンスープ

●  日時／ 3 月 5 日㈯（予定・講師の都合に
より日にちが変わる可能性があります）

　▶  10:30 ～ 11:15 
　　台湾留学生活経験発表
　▶  11:15 ～ 12:00 
　　台湾のゲームを楽しむ
● 場所／角館庁舎 101・102 会議室
● 講師／斎藤郁哉氏（台湾留学経験者）
● 参加料／  500 円（タピオカドリンク

付き）
● 定員／ 8 人
● 申込期間／ 1 月 17 日㈪～定員まで 

台湾の留学、こんな感じでした！台湾の留学、こんな感じでした！

台湾文化体験その 2

申込・問合せ／仙北市交流デザイン課
　　　　　黄敏（ファンミン）　

☎ 43-3301（平日 9:00 ～ 17:00） 
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心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

第123号

№123

　
最
近
テ
レ
ビ
で
様
々
な
総
選
挙

　
最
近
テ
レ
ビ
で
様
々
な
総
選
挙

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
イ
ド
ル

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
イ
ド
ル

か
ら
冷
凍
食
品
ま
で
多
様
多
彩

か
ら
冷
凍
食
品
ま
で
多
様
多
彩

で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
生
保
内
小

で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
生
保
内
小

学
校
に
伺
い
、
４
年
生
か
ら
６
年

学
校
に
伺
い
、
４
年
生
か
ら
６
年

生
に
自
分
の
好
き
な
給
食
の
メ

生
に
自
分
の
好
き
な
給
食
の
メ

ニ
ュ
ー
を
投
票
し
て
も
ら
い
ま
し

ニ
ュ
ー
を
投
票
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
は
、

た
。
そ
の
結
果
は
、

１
位
１
位  

マ
ー
ボ
ー
丼

マ
ー
ボ
ー
丼

２
位
２
位  

チ
キ
ン
カ
レ
ー

チ
キ
ン
カ
レ
ー

３
位
３
位  

し
ょ
う
ゆ
ラ
ー
メ
ン

し
ょ
う
ゆ
ラ
ー
メ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ー
ボ
ー
丼
に
１
票
を
投
じ

　

マ
ー
ボ
ー
丼
に
１
票
を
投
じ

た
進
藤
美
朱
さ
ん
（

た
進
藤
美
朱
さ
ん
（
55
年
）
は
、

年
）
は
、

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
辛
い
が
、
う
ま
み

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
辛
い
が
、
う
ま
み

　
仙
北
市
内
の
小
・
中
学
生
に
は

１
人
１
台
の
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
が

配
布
さ
れ
、
様
々
な
試
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
取
組
の
中

か
ら
二
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
が
学
校
を
変
え
る
の
も
そ

ん
な
遠
い
未
来
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

①
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
で
交
流
学
習

　
「
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
」
と
い
う
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
が
で
き
る
ア
プ
リ
を
使
い
、

桧
木
内
小
学
校
と
西
明
寺
小
学
校

が
、
自
校
の
委
員
会
活
動
を
紹
介

し
合
い
ま
し
た
。
西
明
寺
小
学
校

の
木
元
穂
香
さ
ん
（
６
年
）
は
、「
桧

小
で
は
本
を
広
め
る
活
動
が
あ
っ

わが校の自慢 ～角館小学校編～～角館小学校編～

　
角
館
小
学
校
の
自
慢
は
、
教
室
か
ら
見

え
る
桜
の
風
景
で
す
。

　
大
原
愛
莉
さ
ん
（
6
年
）
は
「
す
ば
ら

し
い
桜
を
観
光
客
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
。
角
館
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」、
菊
地

蓮
さ
ん
（
6
年
）
は
、「
す
ば
ら
し
い
桜
に

負
け
な
い
よ
う
に
、
自
分
も
成
長
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
仙
北
市
プ
ラ
イ
ド
を
育
て
る
、
角
館
小
学

校
か
ら
見
え
る
桜
の
風
景
。
す
ご
い
で
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
白
岩
小
学
校
１
年
生
で
佐

藤
知
栄
美
先
生
の
「
生
活
科
」
の
研
究
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
仙
北
市
で
は
幼
保
小
連
携
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
の
で
、
市
内
の
保
育
園
、
認
定

こ
ど
も
園
の
先
生
方
も
参
加
し
て
の
研
究

会
と
な
り
ま
し
た
。

ＩＩ
Ｃ
Ｔ
が
開
く
未
来
の
学
校

マーボー丼を完食する田口恭瑚さん（５年）。

離れていても、つながっているという
実感があります。

プチ

子どもが主役のすばらしい授業でした。

生
保
内
小
学
校

お
い
し
い
顔
っ
て
ど
ん
な
顔
？

た
の
で
や
っ
て
み
た
い
」
と
話
し
、

桧
木
内
小
学
校
の
小
野
晴
斗
さ
ん

（
6
年
）
は
、「
西
小
の
な
わ
と
び

活
動
が
す
ご
い
」
と
話
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
の
特
長
に
刺
激
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

②�

ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
を
使
っ
た
授

業
提
示

　

ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
に
は
、

「
フ
ォ
ー
ム
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

機
能
を
持
っ
た
ア
プ
リ
が
入
っ
て

お
り
、
学
級
全
員
の
考
え
を
瞬
時

に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
ア
プ
リ
を
ど
う

使
っ
た
ら
学
習
の
ね
ら
い
を
達
成

で
き
る
の
か
、
先
生
方
と
一
緒
に

考
え
る
た
め
、
北
浦
教
育
文
化
研

究
所
員
２
人
が
、
授
業
提
示
を
し

ま
し
た
。
西
明
寺
小
学
校
５
年
理

科
と
西
明
寺
中
学
校
２
年
数
学
の

授
業
を
参
観
さ
れ
た
先
生
方
か
ら

「
大
変
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
」

と
お
ほ
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も「
動
く
、走
る
、や
っ

て
み
る
、
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
」

を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。

白岩小学校
こども園、保育園との連携

が
口
に
心
地
よ
く
残
る
。
豆
腐
の

が
口
に
心
地
よ
く
残
る
。
豆
腐
の

や
わ
ら
か
さ
と
ト
ロ
ミ
の
食
感
が

や
わ
ら
か
さ
と
ト
ロ
ミ
の
食
感
が

絶
妙
」
と
話
し
ま
し
た
。

絶
妙
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
表
現
力
を
鍛
え
る

　
「
子
ど
も
の
表
現
力
を
鍛
え
る

た
め
に
は
、
五
感
を
磨
く
こ
と
が

た
め
に
は
、
五
感
を
磨
く
こ
と
が

大
切
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と

大
切
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
味
覚
と
い
う
感
覚

が
あ
り
ま
す
。
味
覚
と
い
う
感
覚

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
表
現
能

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
表
現
能

力
が
高
ま
っ
て

力
が
高
ま
っ
て

い
る
な
と
感
じ

い
る
な
と
感
じ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も

　
こ
れ
か
ら
も

お
い
し
い
給
食

お
い
し
い
給
食

よ
ろ
し
く
お
願

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

い
し
ま
す
!!!!

　
昨
年
度
、
園
で
子
ど
も
た
ち
を
担
任
さ

れ
た
高
橋
夏
子
先
生
は
、「
友
だ
ち
の
お

話
を
最
後
ま
で
聞
こ
う
と
す
る
意
識
が

し
っ
か
り
と
見
え
た
。
友
だ
ち
の
よ
さ
を

認
め
る
雰
囲
気
も
引
き
継
が
れ
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
何
よ
り
も
う
れ
し

い
」
と
目
を
細
く
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
玲
さ
ん
は
、「
ど
ん
ぐ
り
を
使
っ

て
園
で
も
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
ど
ん

ぐ
り
を
プ
リ
ン
に
見
立
て
、お
店
を
開
き
、

と
て
も
う
ま
く
で
き
た
。
そ
こ
を
夏
子
先

生
に
見
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
切
れ
目
の
な
い
教
育
の
効
果
の
大
き
さ

を
再
確
認
し
た
研
究
会
で
し
た
。

春夏秋冬、様々な姿を見せてくれます。

マーボー丼
は仙

マーボー丼
は仙

北市でしか
食べ

北市でしか
食べ

られません
。

られません
。

オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

　
10
月
11
日
に
行
わ
れ
た
プ
ロ

野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
、オ
リ
ッ

ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
か
ら
７

位
で
指
名
を
受
け
た
小
木
田
敦

也
投
手
（
角
館
高
校
卒
‐
Ｔ
Ｄ

Ｋ
（
に
か
ほ
市
））
が
、
12
月
27

日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
を
訪

れ
、
田
口
市
長
に
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

　
角
館
町
八
割
出
身
、
23
歳
の

小
木
田
投
手
は
、
角
館
小
学
校

３
年
生
か
ら
野
球
を
始
め
、
角

館
中
学
校
で
も
野
球
部
に
所
属
。

角
館
高
校
で
は
、
平
成
26
年
に

１
年
生
な
が
ら
サ
ー
ド
で
甲
子

園
に
出
場
。直
後
の
秋
か
ら
エ
ー

ス
ナ
ン
バ
ー
を
背
負
い
、
チ
ー

ム
の
大
黒
柱
と
し
て
３
年
時
に

は
夏
の
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
秋
田
大
会
で
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
社
会
人
野
球
の
Ｔ

Ｄ
Ｋ
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、

直
球
を
武
器
に
令
和
２
年
に
は

７
年
ぶ
り
の
都
市
対
抗
野
球
大

会
の
出
場
に
貢
献
。
昨
年
の
同

大
会
で
も
２
回
戦
で
敗
れ
は
し

た
も
の
の
初
戦
で
先
発
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
佐
藤
康
典
監
督
は

「
昨
年
、
一
昨
年
と
指
名
漏
れ
が

続
き
、
今
年
は
彼
を
プ
ロ
に
送

小
木
田
敦
也
投
手
が
抱
負
語
る

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ

て
き
た
。
５
年
間
Ｔ
Ｄ
Ｋ
野
球

部
で
共
に
戦
っ
て
き
た
仲
間
が

オ
リ
ッ
ク
ス
の
指
名
を
受
け
た

時
は
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。

７
位
と
い
う
指
名
だ
が
、オ
リ
ッ

ク
ス
の
期
待
は
順
位
以
上
の
も

の
が
あ
る
。
彼
を
応
援
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
小
木
田
投
手
は
「
Ｔ
Ｄ
Ｋ
野

球
部
で
活
動
し
て
き
た
５
年
間

は
、
決
し
て
順
風
満
帆
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
２
年

間
は
チ
ー
ム
も
強
く
な
り
、エ
ー

ス
と
し
て
都
市
対
抗
野
球
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
５
年
間
で
学
ん
だ
こ

と
を
忘
れ
ず
、
開
幕
１
軍
と
先

発
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
入
り
を
目

標
に
オ
リ
ッ
ク
ス
で
活
躍
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
か
ら
は
新
人
合
同

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
始
ま
り
、

プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
小
木
田
投
手
。

１
軍
の
マ
ウ
ン
ド
で
さ
ら
に
磨

き
の
か
か
っ
た
直
球
で
三
振
を

奪
い
、
躍
動
す
る
姿
を
私
た
ち

に
き
っ
と
見
せ
て
く
れ
る
は
ず

で
す
。
小
木
田
投
手
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ド
ラ
フ
ト
７
位

Ｑ  

先
発
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
入
り
が
目
標
と
い
う

こ
と
だ
が
、
先
発
へ
の
こ
だ
わ
り
は
？

Ａ  

真
っ
新
な
マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
て
試
合
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
の
で
プ
ロ
の

舞
台
で
先
発
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
。

Ｑ  

チ
ー
ム
の
目
標
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
か
？

Ａ  

先
発
と
し
て
も
中
継
ぎ
と
し
て
も
任
さ
れ
た

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
全
う
し
て
一
つ

で
も
多
く
の
勝
利
に
貢
献
し
た
い
。

Ｑ  

自
分
の
ど
う
い
う
所
を
武
器
に
戦
っ
て
い
き

た
い
か
。

Ａ  

強
み
は
ス
ト
レ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ス

ト
レ
ー
ト
で
カ
ウ
ン
ト
を
作
っ
て
三
振
を
取

り
た
い
と
き
に
取
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も

磨
い
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

新
人
合
同
自
主
ト
レ
ま
で
の
間
、
重
点
的
に

鍛
え
て
い
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
？

Ａ  

１
年
を
通
し
て
体
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
体
幹

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
積
ん
で
臨
み
た
い
。

Ｑ  

ど
ん
な
投
手
に
な
り
た
い
か
？

Ａ  

周
り
か
ら
頼
ら
れ
る
投
手
に
な
り
た
い
。

Ｑ  

目
標
と
す
る
選
手
は
い
る
か
？

Ａ  

特
に
は
い
な
い
が
、体
格
が
似
て
い
る
オ
リ
ッ

ク
ス
の
山
岡
投
手
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
は
参
考
に

し
て
い
る
。

Ｑ  

仙
北
市
の
ど
の
よ
う
な
部
分
が
今
の
自
分
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
か
。

Ａ  

小
さ
い
時
か
ら
野
球
を
す
る
環
境
が
整
っ
て

い
た
。
今
ま
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
監
督

や
コ
ー
チ
の
お
か
げ
で
今
の
自
分
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

Ｑ  

野
球
に
励
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
。

Ａ  

夢
や
目
標
を
持
っ
て
、そ
れ
に
向
け
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。

小
木
田
投
手
へ

一
問
一
答

入
団
を
報
告
す
る
小
木
田
投
手
（
右
）。

左
は
Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬
式
野
球
部
の
佐
藤
監
督
。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
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12
月
21
日
、
元
岩
手
県
立
学
校
教

諭
で
現
在
は
岩
手
大
学
教
育
学
部

附
属
中
学
校
で
技
術
家
庭
の
非
常

勤
講
師
を
さ
れ
て
い
る
柳
生
達
雄

さ
ん
（
岩
手
県
滝
沢
市
在
住
）
か
ら

田
沢
湖
図
書
館
へ
本
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
柳
生
さ
ん
は
、
同
館
で
毎
月
行
っ

て
い
る
「
お
は
な
し
玉
手
箱
」
に
集

ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
何
度
か
身

近
な
も
の
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
作

り
を
教
え
た
り
、昨
年
の
８
月
に
は
、

図
書
館
主
催
の
工
作
教
室
で
夏
休

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

田沢湖図書館に
本のプレゼント

子どもたちのために

み
中
の
小
学

生
を
対
象
に

紙
ひ
こ
う
き

の
作
り
方
を

教
え
る
な
ど
、

同
館
を
通
じ

て
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に

も
の
作
り
の

楽
し
さ
を
伝

え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

柳
生
さ
ん

は
今
回
の
寄

贈
に
つ
い
て

「
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
何

か
奉
仕
で
き
な
い
か
い
つ
も
思
っ

て
い
る
。
本
を
贈
る
こ
と
で
図
書

館
に
来
た
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と

思
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、子
ど
も
た
ち
に
向
け
て「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
践
し
持
続
可
能
な
社

会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
も
の
を

大
事
に
し
て
ほ
し
い
。
自
分
で
作
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
の
の
大
事
さ
が

わ
か
っ
て
く
る
の
で
も
の
作
り
に

ふ
れ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

柳
生
さ
ん
（
左
）
と
信
田
館
長
（
右
）。

1 月１日付で法務大臣から次の方が委嘱されました。 委員の任期は３年で、地域の皆さんに人権について関心を
持ってもらえるような啓発活動や、人権相談などを積極的
に行っています。

人権擁護委員が委嘱されました人権擁護委員が委嘱されました

伊藤政和伊藤政和（田沢湖神代）… 再任 ※敬称略

おめでとうおめでとう
ございますございます

百寿

　

12
月
20
日
、
畠
山
ユ
キ
ヱ

さ
ん
（
角
館
町
西
長
野
）
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
さ
わ
や
か
桜
館
で
お

祝
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
家
族
の
皆
さ
ま
が

集
ま
り
、
仙
北
市
か
ら
お
祝
い

と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

畠
山
ユ
キ
ヱ

畠
山
ユ
キ
ヱ
さ
ん
さ
ん

ユキヱさんにお祝いが手渡されました。

　
12
月
16
日
、
大
石
豊
子
さ
ん

（
田
沢
湖
卒
田
）
が
１
０
０
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
た
ん
ぽ
ぽ
で

お
祝
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
仙
北
市
か
ら
お

祝
い
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

大
石
豊
子

大
石
豊
子
さ
ん
さ
ん

豊子さんにお祝いが手渡されました。

　

11
月
中
旬
よ
り
神
代
こ
ど

も
園
は
き
れ
い
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
神
代
地
区
の
方
が
集
ま
っ

て
発
足
し
た
「
神
友
会
」（
大
石

良
幸
会
長
）
を
先
頭
に
、
同
こ

ど
も
園
の
保
護
者
を
あ
わ
せ
て

お
よ
そ
20
人
で
設
置
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
外
に
出
る
機
会
が
減
っ
た
子

ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
に
元
気

を
届
け
る
た
め
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
雪
だ
る

ま
や
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
な
ど

色
合
い
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ
イ

ン
に
も
こ
だ
わ
っ
た
と
の
こ
と
。

神代こども園
イルミネーション

地域に元気を ! 子どもたちに笑顔を !!

　
「
神
代
こ
ど
も
園
周
辺
で
は
街

灯
も
少
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
さ
ら

に
暗
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま

う
。
少
し
で
も
周
り
に
明
る
い

雰
囲
気
を
出
し
て
元
気
に
な
っ

て
ほ
し
か
っ
た
」
と
思
い
を
話
す

大
石
会
長
。「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
見
て
喜
ん
で
く
れ
る
声
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
少
し
ず
つ
規
模
を
拡
大
し
て

い
き
、
地
域
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
点
灯
期
間
は
未
定
で
風
が
強

く
除
雪
の
妨
げ
に
な
っ
た
ら
外

す
と
の
こ
と
。
時
間
は
16
時
～

21
時
ま
で
で
す
。

雪だるまやクリスマスツリーが浮かび上がり気分もほっこりです。

　
12
月
14
日
、
仙
北
市
交
通
安
全
協
会
西
明
寺

支
部
の
皆
さ
ん
が
ロ
ー
ソ
ン
西
木
西
明
寺
店
の

駐
車
場
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
、
暗
く
な
る
の
が
早
く
な
り
、

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
年
末
年
始
も
控
え
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
夜
間
の
事
故
防
止
と
飲
酒
運

転
の
防
止
の
た
め
、
支
部
員
は
訪
れ
る
利
用
客

に
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
チ
ラ
シ
と
反
射
材
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
同
支
部
の
小
林
誠
支
部
長
は
「
す
で
に
暗
く

な
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
齢
者
が
外

に
出
て
い
る
の
を
見
か
け
る
と
危
な
い
な
と
感

じ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
に
立
ち
寄
る
若
い
人
か
ら
伝

え
て
も
ら
っ
て
、
少
し
で
も
気
を
つ
け
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

交
通
安
全
協
会
西
明
寺
支
部

夜間は歩行者が見えにくいことから、運転は特に気をつけま
しょう。

　
昨
年
、
山
梨
県
か
ら
秋
田
県

に
貸
与
い
た
だ
く
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
た
ク
ニ
マ
ス
30
尾
。

９
月
30
日
に
到
着
し
た
10
尾
に

続
き
、
12
月
22
日
に
残
り
20
尾

が
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
に

到
着
し
ま
し
た 

。
20
尾
の
う
ち

４
尾
は
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来

館
に
展
示
さ
れ
、
16
尾
は
北
秋

田
市
の
秋
田
県
水
産
振
興
セ
ン

タ
ー
内
水
面
試
験
池
で
飼
育
さ

れ
ま
す
。

　
貸
与
式
で
秋
田
県
農
林
水
産

部
の
佐
藤
幸
盛
部
長
は
「
ク
ニ

マ
ス
は
小
さ
い
頃
に
な
く
し
た

宝
物
が
突
然
出
て
き
た
よ
う
な

驚
き
と
感
動
が
あ
る
。
ク
ニ
マ
ス

か
ら
環
境
や
人
間
の
営
み
を
感

じ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま

ク
ニ
マ
ス
4
尾
が
到
着

よ
う
こ
そ 

お
か
え
り 

ふ
る
さ
と
田
沢
湖

た
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境
な
ど
が

世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
が

ク
ニ
マ
ス
は
ま
さ
に
そ
れ
を
教

え
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
は
な

い
か
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
田
口
市
長
は
「
ク
ニ
マ
ス
は

失
っ
て
し
ま
っ
た
自
然
、
取
り

戻
す
こ
と
の
大
変
さ
を
教
え
て

く
れ
る
特
別
な
魚
。
特
に
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
か
ら

自
然
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
学

ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
回
展
示
さ
れ
た
４
尾
は
令

和
２
年
生
ま
れ
の
１
歳
魚
。
体

長
は
15
セ
ン
チ
ほ
ど
、
重
さ
20

～
30
グ
ラ
ム
の
小
さ
な
ク
ニ
マ

ス
た
ち
を
小
水
槽
に
移
す
と
、

元
気
に
泳
ぎ
だ
し
ま
し
た
。
隣

の
中
水
槽
に
は
２
歳
魚
、
大
水

槽
に
は
４
歳
魚
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
年
齢
に
よ
っ
て
体
の
大

き
さ
、
形
、
色
の
違
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
い
た
だ
き
、

見
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
開
館
時
間
は
、
９
時
～
16
時
。

火
曜
日
は
定
休
日
。

田沢湖クニマス未来館は、冬季も開館し
ています。ぜひご覧ください。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

2020Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations2121 20222022--11--1616広報せんぼく広報せんぼく



会長は「本協会の活動は 35 年前に台湾高雄市にある澄清
湖と締結してはどうかというのが始まりだった。感染症拡
大前までは仙北市にも台湾のインバウンド客が増えてきて
いた。これから
もなんらかの形
で台湾との交流
を継続していき、
お互いが盛り上
がっていければ」
と話しました。

　11 月 14 日、秋田県国際交流協会の設立 30 周年記念
式典が秋田市で行われ、国際化推進に功績があったとし
て、仙北市国際交流協会と大仙仙北地域外国籍住民等サ

ポート事業運営委員会が 30 周年記念表彰を受賞しまし
た。また、多文化共生をテーマに行った作文コンクール
で角館小学校６年の菊地蓮さんが優秀賞に輝きました。

秋田県国際交流協会30周年記念式典

仙北市国際交流協会・大仙仙北地域外国籍住民等サポート事業運営委員会が受賞30周年
記念表彰

菊地蓮さん（角館小6年）が優秀賞を受賞多文化共生作文コンクール

優秀賞を受賞した菊地蓮さん。

　一昨年の夏まで約 5 年間ハワイに住ん
でいた菊地さんは、現地での生活と日本の
生活を通して感じた習慣の違いを作文にし
ました。
　親しみやすく、誰にでもほほ笑み、気軽
にあいさつをすることが当たり前になって
いるハワイの文化。一方、日本でそれはあ
まり見られません。菊地さんは作文で「ぼ
くがアメリカで経験してきた目を合わせて
ほほ笑む文化が、これから新しいおもてな
しの形として根づいてほしい。これはもし

　同表彰を受け
た大仙仙北地域
外国籍住民等サ
ポート事業運営
委 員 会 は 大 仙
市・仙北市・美
郷町に在住して
いる外国人の支

援や多文化共生の推進を行う団体です。
　表彰を受け同委員会の副委員長を務める仙北市教育委員
会の須田教育長は「仙北市相談員の田村さんをはじめとす
る関係者の方々の活動が評価されたもの。この表彰を受け、
さらに多文化共生推進のため、活動を行っていきたい」と
話しました。
　同委員会の活動の一つである相談事業。外国人の生活に

　1986 年に田沢湖町国際交流促進協議会（現 : 仙北市国
際交流協会）を設立。民間主導で国交のなかった台湾高雄
市にある澄清湖と田沢湖の姉妹湖締結の調印を行い、市内
の中学校、高校の姉妹校締結や温泉連携協定、高雄マラソ
ンと田沢湖マラソンの相互交流など、台湾との交流の基礎
を築いてきました。昨年は玉川温泉と台湾台北市にある北
投温泉との温泉連携協定 10 周年を記念して記念碑の建立
や台湾祭の開催など積極的な活動を続けています。
　さらに今年には姉妹湖締結 35 周年記念の年となり、台
湾とのさらなる交流が期待されます。同協会の吉田裕幸

仙北市国際交流協会

右
か
ら
髙
橋
義
男
副
会
長
、
吉
田

裕
幸
会
長
、
西
村
隆
作
副
会
長
。

大仙仙北地域外国籍住民等サポート事業運営委員会

おける悩みや問題を解決するため各地区に相談員を配置し
外国人の支援を行っています。
　角館地区を担当する相談員の田村雄幸さんにどのような
相談が寄せられるのか伺うと「大きな悩みごと相談という
のは少なく、ほとんどが家族のことや普段の生活の様子な
どの近況報告」と話します。「外国の方にとって相談員は
いざという時に助けてもらえる人ということで平時からつ
ながっていたいのかもしれない。近況報告の裏には何か悩
みごとがないか引き出そうとしながら話を聞いている」と、
外国人の心の支えとなっているようでした。
　また、3 人の相談員を含む 7 人が指導者を務める日本語
教室が毎週日曜日の 10 時～ 12 時に角館交流センターで
開催されています。日本語を勉強したいという方、悩みを
相談したいという方がお近くにいらっしゃいましたら、ぜ
ひご紹介ください。

角館小6年�菊地蓮さん

外国語が苦手だとしても、誰でもいつから
でも始めることができるのだ。ほほ笑みは
世界共通のコミュニケーションであるとぼ
くは信じている」と述べました。
　「作文を通して色々な人に僕の気持ちを
伝えたい。これからは自分から仙北市や秋
田県をほほ笑みやアイコンタクトなどで明
るくしていきたい」と話す菊地さん。ほほ
笑みが地域を明るくし、まちを元気にする
日が来るといいですね。

左
か
ら
相
談
員
の
鈴
木
通
明
さ
ん
、

田
村
雄
幸
さ
ん
、
加
藤
千
恵
子
さ
ん
。

　
12
月
16
日
、「
令
和
３
年
度
地

方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
」
に

お
い
て
文
部
科
学
大
臣
よ
り
前

仙
北
市
教
育
委
員
会
教
育
委
員

長
の
安
部
哲
男
さ
ん
と
前
仙
北

市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
熊
谷

徹
さ
ん
が
受
賞
し
、
田
沢
湖
庁

舎
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、
教
育
委
員
会
の
委

員
長
・
委
員
・
教
育
長
に
つ
い
て
、

地
方
教
育
行
政
に
お
い
て
功
労

の
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
秋
田
県
で
５
人
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

安
部
さ
ん
は
教
育
委
員
と
し

て
平
成
20
年
か
ら
令
和
2
年
ま

で
12
年
（
う
ち
委
員
長
と
し
て

４
年
４
か
月
）
在
職
。
そ
の
間
、

学
校
教
育
の
充
実
、
社
会
教
育

の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の

振
興
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

安
部
哲
男
さ
ん
・
熊
谷
徹
さ
ん
が
受
賞

　

熊
谷
さ
ん
は
、
平
成
22
年
か

ら
令
和
3
年
ま
で
の
11
年
間
、

教
育
長
を
務
め
ら
れ
、
教
育
環

境
の
整
備
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
、
文
化
財
保
護
な
ど
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
を
受
け
て
安
部
さ
ん
は

「
私
一
人
が
受
賞
し
た
の
で
は
な

く
、
仙
北
市
教
育
委
員
会
が
い
た

だ
い
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
た
く

さ
ん
の
方
々
に
た
だ
た
だ
感
謝

す
る
の
み
。
今
後
も
世
の
た
め

人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
谷
さ
ん
は
「
受
賞

を
機
に
現
在
行
っ
て
い
る
外
国

人
の
日
本
語
支
援
な
ど
さ
ら
に

仙
北
市
の
た
め
に
色
々
な
こ
と

を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

安
部
哲
男
さ
ん
。

熊
谷
徹
さ
ん
。

第48回秋田県交通指導隊大会
地域の交通安全に貢献

　この度、第 48回秋田県交通指導隊大会において、仙北市
交通指導隊員の大平三郎さんと渡辺友康さんが 12年以上勤
続優良隊員表彰を受賞しました。
　大平さんと渡辺さんは、交通安全パトロールや通学路での
街頭指導など交通安全意識の普及、活動に務められたとして
今回の受賞に至りました。

受
賞
し
た
大
平
三
郎
さ
ん
（
右
）
と
渡
辺
友
康
さ

ん
（
左
）。

　
こ
の
度
、『
第
35
回
毎
日
カ
ッ
プ

「
中
学
校
体
力
つ
く
り
」
コ
ン
テ
ス

ト
』
に
お
い
て
、
桧
木
内
中
学
校
が

優
良
賞
を
受
賞
し
、
12
月
21
日
に

教
育
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
毎
日
新
聞

社
が
主
催
で
、
体
力
・
健
康
づ
く
り

を
通
し
て「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」

の
育
成
に
取
り
組
み
、
成
果
を
上

げ
て
い
る
学
校
を
表
彰
す
る
も
の
で

す
。
４
４
４
９
校
の
応
募
の
中
か
ら

優
良
賞
は
全
国
29
校
、
そ
し
て
秋
田

県
内
で
は
同
校
の
み
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
桧
木
内
中
学
校
は
、
１
年
を
通

し
て
全
校
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
通
称「
全

ト
レ
」）
を
毎
日
約
15
分
間
、
春
夏

秋
に
は
主
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
冬
に
は
球
技
や
縄
跳
び

な
ど
を
行
い
体
力
づ
く
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。
特
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
は

１
キ
ロ
・
２
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
自
分

の
体
力
に
よ
っ
て
選
択
し
、
そ
の
日

の
体
調
、
脈
拍
な
ど
を
き
ち
ん
と
記

録
し
て
管
理
。
さ
ら
に
は
昨
年
度
生

徒
た
ち
が
考
案
し
た
「
桧
中
体
操
」

で
２
分
半
ほ
ど
の
準
備
体
操
、
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
や
振
り
返
り
も
し
っ
か
り

と
行
い
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
前
後
の
ケ
ア

に
も
手
を
抜
き
ま
せ
ん
。

第
35
回
毎
日
カ
ッ
プ
「
中
学
校
体
力
つ
く
り
」
コ
ン
テ
ス
ト

桧
木
内
中
学
校
が
見
事「
優
良
賞
」を
受
賞

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
ひ
の
き
な
い
こ

ど
も
園
や
清
流
苑
を
訪
れ
て
体
操

や
縄
跳
び
の
姿
を
見
せ
る
な
ど
、
地

域
全
体
の
体
力
・
健
康
づ
く
り
の

き
っ
か
け
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
保
健
体
育
委
員
会
の
高
橋
空
夢

委
員
長
（
３
年
）
は
受
賞
に
つ
い
て

「
最
初
は
本
当
か
な
と
驚
い
た
。代
々

頑
張
っ
て
き
た
こ
と
な
の
で
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
シ
ー
ズ
ン
オ
フ

は
雪
中
ダ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
雪
国
秋
田

な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ

た
い
。
自
分
た
ち
は
卒
業
し
て
し
ま

う
が
来
年
は
も
っ
と
上
を
目
指
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
引
き
継
ぐ
後
輩
た
ち
へ

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

左
か
ら
須
田
教
育
長
、
保
健
体
育
委
員
会
の
高

橋
空
夢
委
員
長
、
草
彅
宏
之
先
生
。

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰
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無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】1 月 26 日水 13:30 ～
【場所】角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】草薙秀樹弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談）  ▼サラ金・クレジットなど多
重債務のご相談  ▼中小企業・個人事業
に関するご相談  ▼高齢者・障がい者に
関するご相談  ▼交通事故に関するご相
談  ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00
【相談時間等】1日先着4人。1人30分以内。

（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  
③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくださ
い。相談に必要と思われる資料がありま
したらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

第5回 田沢湖歴史再発見塾
　田沢湖の歴史を再発見してみませんか。
今年は、「山岳観光と高山植物園の創始者
千葉忠市郎氏」について発表します。千葉
忠市郎氏は、第１回秋田県文化功労者受賞
者です。田沢湖の歴史について興味のある
方はぜひおいでください。

【日時】1月30日日 13:30 ～ 15:30
【場所】田沢湖図書館２階 会議室
【対象】小学校高学年以上
【参加料】無料
【申込】不要
【問合せ】安部哲男  ☎43-1513

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

角館町平福記念美術館
臨時休館のお知らせ
　角館町平福記念美術館は、施設設備改
修工事に伴い、当面の間臨時休館します。
ご迷惑をおかけしますが、皆さまのご理
解とご協力をよろしくお願いします。

【休館期間】1月26日 水 ～ 4月16日 土 
※4月17日 日 から企画展「秋田の四

季ー春夏秋冬ー」を開催予定です。
【問合せ】角館町平福記念美術館
　☎54-3888

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

令和4年第1回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなどお薬の相談会
を行います。家に残っている薬の整理（持
参した場合）や家庭用医薬品などお気軽
にご相談ください。

【日時】1月25日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

相
談
相
談

募
集
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お
知
ら
せ
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ら
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イ
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ン
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ミ
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・
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日本政策金融公庫
国の教育ローンのご案内
　「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、
専修学校、各種学校や外国の高校、大学
等に入学・在学するお子さまをお持ちの
ご家庭を対象とした公的な融資制度です。

【ご融資額】お子さま1人につき350万円
以内

【金利】年1.65%（固定金利）
※母子家庭の方などは年1.25%（令和3

年11月1日現在）
【返済期間】15年以内
※母子家庭の方などは18年以内

【使いみち】入学金、授業料、教科書代、
アパート・マンションの敷金 ･ 家賃など

【返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス
時増額返済も可能）

【保証】（公財）教育資金融資保証基金（連
帯保証人による保証も可能）

【その他】詳しくは、「国の教育ローン」で
検索してください。

【問合せ】教育ローンコールセンター
　☎0570-008656（ナビダイヤル）
　または  ☎03-5321-8656

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田内陸線スノーアート2022in 縄文小ヶ田
開催のお知らせ
　県内初の取組として、北秋田市の秋田内陸線縄文小ヶ田駅近くにスノーアートを制作
します。スノーアートとは、雪が降り積もった田んぼの上に足跡で幾何学的な模様を作
り上げるもので、今年は世界文化遺産に登録された伊勢堂岱遺跡のさらなる盛り上がり
を願って「縄文」をイメージした模様を描きます。なお、期間中、16:00 ～ 21:15 まで
ライトアップを行います。ぜひ、森吉山の樹氷鑑賞とともに、内陸線に乗って、県内で
はここでしか見られないスノーアートをご鑑賞ください。

【日時】2月4日金 16:00 ～ 6日日 21:15
※4日金 の日中は制作風景がご覧いただけます。（気象条件により変更となる場合があり

ます）
※7日月 以降も当協議会により可能な限り維持管理するため、同日以降も鑑賞いただけ

る場合があります。
【場所】秋田内陸線縄文小ヶ田駅近く（北秋田市脇神字小ヶ田）
【その他】鑑賞無料、申込不要
【問合せ】秋田内陸地域公共交通連携協議会（北秋田市総務部内陸線再生支援室）
　☎0186-82-2114　E-mail nairiku@city.kitaakita.akita.jp

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

黒湯温泉や角館でロケを実施
NHK 特集ドラマ

「旅屋おかえり」放送 !
　旅の代行を生業としたレポーター “ おか
えり ” こと、丘えりか（安藤サクラ）による、
全国行脚の珍道中！「あるひとの思い」を
背負って各地の旅先に出向く“おかえり“が
最初に旅するのは秋田。特集ドラマ「旅屋
おかえり」は、仙北市を中心にロケが行わ
れました。
　1 月 25 日・26 日の BS プレミアムでの
全国放送に先がけて、NHK 秋田放送局開
局 90 周年特番として、秋田県内で先行放
送されます。ドラマ本編の前後に、ドラマ
のメイキングやインタビュー、安藤サクラ
さんが秋田の「いいもの」「いい人」に出
会う “ ふれあい旅 ” が追加されたスペシャ
ルなプログラムです。ぜひ、ご覧ください！

【放送日】1月20日 木 ・21日 金 
【時間】NHK 総合 19:30 ～ 20:15（２夜

連続放送）
【問合せ】NHK 秋田放送局総合案内（ハー

トプラザ）  ☎018-825-8111

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ 若鮎応援プラン卒業祝金事業の制定について
～善意ありがとうございます～

　生活困窮世帯への子育て支援に役立ててほしいと仙北市出身の草彅正利様から申し
出があり、50 万円のご寄付をいただきました。このご寄付を原資として【若鮎応援
プラン卒業祝金事業】を新規に立ち上げ、この度の 12 月議会で承認をいただきまし
た。この事業は、生活困窮世帯に卒業祝金として小学校６年生に２万円、中学校３年
生に４万円を支給し、進学準備に役立ててもらうことを目的としています。対象とな
るご家庭には１月下旬を目処に申請方法のご案内を送付する予定としています。草彅
様からは、今後もご寄付を継続したいとの意向をいただいており、未来を担う子ども
たちのためにこの事業を通じて活用させていただきます。
【問合せ】仙北市学校教育課  ☎43-3382

仙北市 SDGs　  川柳コンクール　  結果発表
　令和 3 年 6 月から 11 月まで、市民の皆さまからご応募いただいた SDGs 川柳は全 92
作品。毎月の選考を突破した作品の中から、インターネット投票と審査員（市長、副市長、
地方創生・総合戦略統括監）による最終選考を行いました。厳正なる審査の結果、見事に
入賞された作品をご紹介します。

【最優秀賞（図書カード5,000円分贈呈）】
　得点 :10点（インターネット投票5点・審査員合計5点）

りゅうびさん（8歳）まがってる きゅうりだって おいしいよ

《作者コメント》お店にはまっすぐなきゅうりばかり売ってるけど、まがったきゅうりはどうしているの？
家で育てているきゅうりはまがってるけどおいしいよ。
《講評》本コンクール最年少のりゅうびさんが見事、最優秀賞に輝きました。規格外の商品が大量に廃棄
される問題を小学生の視点で捉えた一句。食品ロス削減の意識が伺えます。

【優秀賞（図書カード3,000円分贈呈）】
　得点 :9点（インターネット投票3点・審査員合計6点）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

はちたろうさん（46歳）エコバッグ いざというとき 見つからず

《作者コメント》エコバッグを買って準備しても、車においたまま買い物に行ったり、一回使って紛失し
たり、二つ準備したのに両方ともどこかに行ってしまったり…。
《講評》エコバッグを使い始めた頃は、皆さん経験があるのではないでしょうか。失敗を重ねて、今では
エコバッグの利用が習慣化していることと思います。風刺のきいた川柳らしい一句。

【市長賞（図書カード2,000円分贈呈）】
　得点 :8点（インターネット投票5点・審査員合計3点）

佐藤明夫さん（68歳）肌の色 国は違えど 地球人

《作者コメント》同じ地球人として、お互い助け合って生きて行く世界ができると素晴らしいと思います。
《講評》世界各地から観光客をお迎えしている仙北市にとって、特に重要なグローバルな視点を感じます。
人種や国籍の違いだけでなく、互いの違いを認め合い、助け合う意識の向上に資する一句。

【特別賞（図書カード1,000円分贈呈）】
　得点 :8点（インターネット投票4点・審査員合計4点）

あやめさん（12歳）クニマスよ 水槽飛び出し 田沢湖へ

《作者コメント》クニマス未来館に行った時に、水槽を狭そうに泳いでいるクニマスを見ました。きれい
な田沢湖に戻して、クニマスや他のたくさんの生き物が育つことができるようにしてほしいです。
《講評》田沢湖の未来が目に浮かぶ一句。田沢湖の環境修復は、「仙北市 SDGs 未来都市計画」にも掲げる
重要なテーマです。多様な生態系を保護・回復させる取組の重要性を考えさせられます。

　6か月にわたって開催した「仙北市 SDGs 川柳コンクール」には、まさに “ 老若男女 ” た
くさんの皆さまからご応募をいただきました。SDGs を理解し、日々の暮らしの中でそれ
を見つけ、表現していただいた皆さまに敬意を表します。

【問合せ】仙北市地方創生・総合戦略室  ☎43-3315

仙北市民スキー大会
【期日】2月11日 金・祝  
【場所】たざわ湖スキー場国体コース
【種目】アルペン大回転（男女別）
【参加資格】仙北市に在住または勤務して

いる方
【参加料】1人1,000円
【申込期限】1月20日 木  16:00
【その他】新型コロナウイルス感染症の拡大

などにより中止になる場合があります。
【申込・問合せ】仙北市スポーツ協会事務

局（仙北市勤労青少年ホーム内・9:00 ～
16:00）  ☎54-3474

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

観覧者募集 デジタル人材育成講座発表会
　市では、高校生から社会人を対象にした「デジタル人材育成講座」を実施しています。
12 月から 3 回にわたって講座を受講し、スマートフォンアプリの開発体験を通して IT
スキルの習得をめざす受講生 10 人の成果発表会を開催しますので、皆さまぜひご観覧く
ださい。

【日時】1月29日土 15:00 ～ 16:00  （受付14:45 ～）
【場所】角館交流センター　　　【申込期限】1 月 27 日木

【申込方法】電話またはメールで、氏名・住所・電話番号をお知らせください。
【その他】講座内容の詳細は、右記の QR コード、または広報せんぼく11月

1日号の9ページをご覧ください。
【申込・問合せ】仙北市地方創生・総合戦略室  ☎43-3315
　E-mail sousei@city.semboku.akita.jp

詳細は
こちらから

▼ ▼ ▼ Eventsイベント
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1/
１６ 日

●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛 9:30 ～ 11:30） 1/1･P20

●神代地区新春懇談会（温泉ゆぽぽ本館 10:00 ～） 1/1･P20

●新春 民謡と踊りのチャリティー発表会（西木温泉ふれあいプラザクリオン 13:00 ～ 15:30）
1/1･P20

１７ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10:00 ～ 12:00）
1/1･P22

１８ 火 ●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00） 1/1･P18

●オレンジカフェ（下延コミュニティセンター 14:00 ～ 16:00） 1/1･P20

１９ 水

●えくぼの会（健康管理センター 10:00 ～ 14:00） 1/1･P18

●オレンジカフェ（NPO 法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 12:00、角館郵便局 14:00 ～ 16:00）
1/1･P20

●スマートフォン操作体験会（角館公民館 11:00 ～ 13:00、14:00 ～ 16:00） 1/1･P21

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 1/1･P21

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00）
1/1･P22

２０ 木

●浮き浮き教室（西木温泉ふれあいプラザクリオン 9:30 ～ 10:30） P14

●おしゃれなプラカゴ作り教室（初心者コース）（角館公民館 13:00 ～ 16:00 頃）
1/1･P14

●こころの相談（角館庁舎 相談室 10:00 ～ 10:50、11:00 ～ 11:50、13:30 ～ 14:20、14:30
～ 15:20） 1/1･P18

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 1/1･P21

２１ 金 ●あつまれ ! 0 歳児 ! !（さくラッコ 10:30 ～ 11:30、13:30 ～ 14:30） 1/1･P17

●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30 頃） 1/1･P18

２２ 土 ●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 1/1･P15

２３ 日

２４ 月

２５ 火
●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 15:00 ～ 16:30） P24

●かだれ（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 1/1･P18

●認知症サポーター養成講座（田沢湖総合開発センター受付 13:30 ～ 講義開始 14:00 ～ 終了
15:30 予定） 12/16･P17

２６ 水

●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P24

●中華点心料理教室（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 12:00） 1/1･P14

●第 4 回文化財講習会 烏帽子於也を楽しむ（市役所角館庁舎 10:00 ～ 12:00） 1/1･P21

●認知症サポーター養成講座（西木総合開発センター受付 13:30 ～ 講義開始 14:00 ～ 終了
15:30 予定） 12/16･P17

２７ 木

●浮き浮き教室（西木温泉ふれあいプラザクリオン 9:30 ～ 10:30） P14

●おしゃれなプラカゴ作り教室（初心者コース）（角館公民館 13:00 ～ 16:00 頃）
1/1･P14

●こころの相談（角館庁舎 相談室 10:00 ～ 10:50、11:00 ～ 11:50、13:30 ～ 14:20、14:30
～ 15:20） 1/1･P18

●こころのゲートキーパー養成講座（西木温泉ふれあいプラザクリオン受付 13:00 ～ 13:20、
終了 15:30 予定） 1/1･P19

２８ 金
●黒糖おこわ作り教室（旧石黒（恵）家 10:00 ～ 12:00、13:30 ～ 15:30） 1/1･P14

●樺細工体験 木札を作ろう（角館交流センター 10:00 ～ 11:30） 1/1･P17

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 1/1･P21

２９ 土 ●デジタル人材育成講座発表会（角館交流センター 15:00 ～ 16:00 ※受付 14:45 ～） P24

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 1/1･P15

３０ 日 ●第 5 回田沢湖歴史再発見塾（田沢湖図書館 2 階会議室 13:30 ～ 15:30） P24

３１ 月 ●夜間納税・納付窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P5
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仙北市新型コロナウイルスワクチン
接種推進本部からお知らせ
カレンダーリサイクルプロジェクト
市役所からのお知らせ／仙北市男
女共同参画情報
市県民税などの申告は３月15日㈫
までです
仙北市の冬まつり
保健と健康の掲示板／にしき園だ
より
仙北市地域おこし協力隊コラム
みんのつぶやき～もっと台湾が好
きになる～
仙北市教育委員会だより きたうら
旬な情報チャンネル
おしらせナビ
仙北市カレンダー

仙北市カレンダー仙北市カレンダー 1/16 日  ～31 月

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱仙北印刷所

仙
北
市
役
所
総
務
課
文
書
広
報
係

０
１
８
７-

４
３-

１
１
１
１

０
１
８
７-

４
３-

１
３
０
０

〒
０
１
４-

１
２
９
８　
秋
田
県
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

FK　皆さん占いは信じます
か。私はあまり信じないタイ
プですが、いいことが書いて
あるとそこだけは気になりま

す。先日、本屋さんで「12 年に一度の
最高の運気」と目に入り、思わず購入。
生年月日から自分に合うものを選び、そ
こには毎日の運勢が書かれています。当
たる、当たらないというのは別として、
いつもとは違う視点の考え方で過ごす
というのは変化があっていいのかもしれ
ません。

RI　お肉を焼くときにこだわ
りはありますか。私は特にな
いのですが、ものすごく焼き
方にこだわる知人がいます。

昔は焼けていれば全部一緒だと思ってい
たのですが、最近はその部位の味を生か
した焼き方に感動しました。美食家まで
とは言いませんが、知人を見習ってひと
手間を加える食事もしてみたいですね。

SG　年齢のせいなのか若い
頃はそれほど寒さに苦痛を感
じることはなかったのですが、
最近は体の芯から冷えること

が多くなりました。早朝の除雪、夜のス
ポ少練習の体育館、リフト乗車中…。無
意識に力が入っているようで、首や肩の
こりも。最近は、湯船に浸かる時間が長
くなりました。長い冬、皆さんも体調に
お気をつけください。

「
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より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。
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